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1) 腫瘍接種後 90 日(PID 90)において脳・脊髄・肝臓・肺・卵巣・リンパ節を採取し
免疫組織化学染色法にて THおよび Phox2B染色を行い, 転移を有するマウスの割
合を調査した. 










【結果】実験 1 において PID 90 での同種移植モデルの転移率は 88％(n=7/8)であり, 腋窩リ
ンパ節・肺・脊髄・卵巣・顎下リンパ節への転移が見られ, 高率に転移するモデルが
確立できた.  




実験 3 において、切除群(n=16)、非切除群(n=16)を比較したところ, PID 74
における遠隔転移率または肉眼的リンパ節転移(94% vs. 38%, p <0.001)およ
び転移リンパ節の体積(2,092±2,310 vs. 275±218 mm3, p <0.01)は切除群で有
意に高値であった. さらに切除群のうち、肉眼的リンパ節転移を来した個
体(n=13)について局所再発なし(n=6)の群が局所再発あり(n=7)の群より転移
リンパ節触知までの日数が長かった (14±5 vs. 27±0, p <0.05). 
 
 
【考察】既存のモデルマウスと比べて高率に様々な臓器へ転移する同種移植モデル
を樹立した. 微小遠隔転移が存在する状態での局所腫瘍切除という, 臨床
に即した観察が可能であった. 微小転移存在下での局所腫瘍切除は遠隔転
移巣の増大を惹起することが示された. 遠隔転移巣増大のメカニズムにつ
いては, 局所再発の有無により転移リンパ節触知までの日数に差が見られ
たことから, 手術侵襲の程度または局所腫瘍の存在の有無が関連している
可能性が示唆された. 以上の結果から同種移植モデルは神経芽腫の局所腫
瘍切除と遠隔転移の発育を観察する上で有用なモデルと考えられた. 
  
 
